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（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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特
定
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源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成３１年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 1. 庁用車管理事業

1. 総務管理費

16.自動車管理費 資産管理経営室

（佐倉市）　　

第６章
ともに生き、支え合うまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 20,516 基本施策７
資産管理の適正化 平成29年度 -

平成30年度 -

施策１
安全で継続的な施設サービスを確保します 平成31年度 -

平成32年度 -

財産収入 その他

5 0 5 △5

5 22,254 5 0 22,249

・庁用車の適正配置を行います。 ・庁用車を適切に管理します。 ・適切に管理することで、事故を減らし、職員及び市民

・庁用車の整備・車検を行います。 ・稼働状況を把握し、効率的に運用します。 の安全を守ることができます。

・庁用車の燃料費の支払いを行います。 ・効率的に運用を図ることで、経費を削減することができます。

・庁用車の稼働管理を行います。

年式の古い庁用車が増えており、それらは経年劣

化による不具合も多く、環境性能も最新のものに比べ劣ることから、修

理整備費用や燃料費にかかる費用が増大していくことが懸念されます。

08 5 10 △5

11 19,472 17,873 1,599

12 1,786 2,287 △501

14 42 60 △18

19 153 153 0

27 796 1,067 △271

17 02 02 01 01 00 不用物品売払収入 5 5 6 △1

差引一般財源 △5 22,249 △6 22,255


